
 

 

 PRESS RELEASE 

 2019 年 10月 28 日(月) 

 フェスティバル/トーキョー実行委員会事務局 

広報：小倉、神永、岡崎 

 報道機関各位 
日本・ポーランド国交樹立 100 周年記念事業 

ポーランドの演出家マグダ・シュペフトの新作 

『オールウェイズ・カミングホーム』が東京芸術劇場で世界初演 

原案はアーシュラ・K・ル=グウィン 

“Always Coming Home” by Ursula K. Le Guin Used by permission of Curtis Brown, Ltd. Copyright © 1985 All Rights reserved. 

 

未来のユートピアってどんな場所？国境、ジャンルを超えて編まれる劇場体験 
●欧州演劇界の若き鬼才マグダ・シュペフトの演出作品が日本初上陸  

●原案は『ゲド戦記』でも知られる SF作家アーシュラ・K・ル＝グウィン。文化人類学的なアプローチで創作した

『オールウェイズ・カミングホーム 』のアイディア・手法をもとに未来のユートピア像を探る。 

●日本・ポーランドから集結したクリエイティブチームで 、演劇、インスタレーション、ダンス、ドキュメンタリ

ーの要素などを取り入れたジャンル横断的な創作を行う。 

 

 国際舞台芸術祭フェスティバル/トーキョー19（以下 F/T19）は、日本・ポーランド国交樹立 100 周年記念事業の一

環として、マグダ・シュペフトの新作『オールウェイズ・カミングホーム』を、11月 8 日より東京芸術劇場で、世界

初演いたします。 

 現代ポーランド演劇の前線を切り拓く若手演出家、マグダ・シュペフトは、今作で日本・ポーランド両国のスタッ

フ、キャストと共に、劇場に「ユートピア」を出現させることに取り組みます。そのアイデア、手法は、遠い未来に

あって、科学技術とは距離を置き、自然との精神的な絆を保ち続ける人類の末裔の文化を、詩や戯曲、歌、地図、習

慣に関するレポートなどからなる独自の「民族学的資料」として発表したアーシュラ・K・ル＝グウィンの『オール

ウェイズ・カミングホーム』にもとづきます。 

 ドラマトゥルク、俳優、ダンサーに加え、振付家、作曲家、美術家、映像作家といった多彩なつくり手たちが集

い、映像、音、振付などを交え探求する理想郷の姿とは―。日本とポーランドでのリサーチを経て深められた人類学

的洞察は、どのような空間となって、私たちの前に立ち現れるでしょうか。 

 
 
【『オールウェイズ・カミングホーム』公演概要】  

●日時： 11/8 (Fri) 19:00 、 11/9 (Sat) 15:00、  11/10 (Sun) 13:00 

●会場： 東京芸術劇場 シアターイースト 
●上演時間： 90分(予定)  ●上演言語：日本語・英語・ポーランド語上演(日本語・英語字幕) 



 

 

■マグダ・シュペフト 
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参考画像：（左）現地制作風景 （右）『how to become zen while performing a forest』2016、撮影 Jakub Lech 

 

■キャスト・スタッフ 

原案：アーシュラ・K・ル=グウィン、演出：マグダ・シュペフト 

テキスト＆ドラマトゥルク：ウカッシュ・ヴォイティスコ、ドラマトゥルク： 滝口 健 

アシスタント・ドラマトゥルク：曽根千智、朴 建雄 

出演：荒木亜矢子、稲継美保、鈴木奈菜、モニカ・フライチック、マテウッシュ・グルスキ、パヴェウ・スマガワ 

振付：パヴェウ・サコヴィッチ、作曲：キシトッフ・カリスキ 

舞台美術・照明・衣装デザイン：ミハウ・コロホヴィツ、映像：冨田了平 

 

国際共同製作： 

フェスティバル/トーキョー、 

アダム・ミツキェヴィチ・インスティテュート、 

TR ワルシャワ劇場 

 

特別協力：ポーランド広報文化センター 

後援：駐日ポーランド共和国大使館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演出家 1990 年ポーランド生まれ。ヴロツワフ大学でジャーナリズムとソー

シャル・コミュニケーションを学んだ後、クラクフ国立演劇大学に入学、演出

活動を開始。映像やドキュメンタリー、ビジュアルアート、ダンスの要素を取

り入れるなど、従来の演劇の枠組みを問う作品づくりを行う。代表作に『私

を愛したイルカ』（14）、『シューベルト。12 人の演奏家によるロマンティック

な第一弦楽四重奏（16）、『捨てなかったもの』（19）。「SeMA Biennale 

Mediacity Seoul  2016」（16／ソウル市立美術館）、個展に「超・い

ま・ここ」（17／CALM & PUNK GALLERY）など。 



 

 

■アダム・ミツキェヴィチ・インスティテュート 

ポーランドの国立文化研究所であり、国際的な文化交流事業への積極的な開催・参加を通じてポーランドの文化を伝

えること目的としています。当インスティテュートはこれまで世界 70ヶ国で文化プロジェクトを実施、2016 年時点

で 5,500 以上の開催を数え、五大陸で5,200 万人以上の聴衆を集めました。当インスティテュートのプロジェクトは

公式ウェブサイト culture.pl に掲載されています。公式ウェブサイトには、ポーランド及び海外で開催されたイベ

ントに関する情報に加えて、関連アーティストのプロフィールやインタビュー、レビュー、エッセイ、関連情報等盛

りだくさんのコンテンツを擁しています。 

  

 アダム・ミツキェヴィチ・インスティチュート 公式ウェブサイト https://iam.pl/en 

 culture.pl 日本語ウェブサイト https://culture.pl/jp/topic/asia 

  

■日本・ポーランド国交樹立100 周年記念事業とは 

2019年、日本とポーランドは国交樹立100 周年を迎えました。文化の分野で交流を深め、お互いを知る大切な機会と

なるべく、アダム・ミツキェヴィチ・インスティチュートは「一期一会」の精神のもと、日本とポーランドの人々が

一緒になって生み出す楽しいエネルギーを伝統から最先端の文化イベントを通して再発見したいと考えています。 

 

 

【フェスティバル/トーキョー開催概要】                                              
名 称： フェスティバル/トーキョー19  Festival/Tokyo 2019 

会 期： 令和元年（2019 年）10月 5日（土）～11月 10 日（日）37日間 

会 場： 東京芸術劇場、あうるすぽっと、シアターグリーン ほか 

※内容は変更になる可能性がございます。 

       

フェスティバル/トーキョー（F/T）は、同時代の舞台芸術の魅力を多角的に発信

し、社会における芸術の新たな可能性を追究する都市型フェスティバルです。2009

年の開始以来、国内外の先鋭的なアーティストが毎年秋に集結し、演劇、ダンス、音楽、美術、映像等の

プログラムを、東京・池袋エリアを拠点に、上演・実施しています。 
 
主催：フェスティバル/トーキョー実行委員会 

豊島区／公益財団法人としま未来文化財団／NPO法人アートネットワーク・ジャパン、 

東京芸術祭実行委員会〔豊島区、公益財団法人としま未来文化財団、フェスティバル/トーキョー実行委員会、公益財団法人東京

都歴史文化財団（東京芸術劇場・アーツカウンシル東京）〕 

「トランスフィールド from アジア」共催：国際交流基金アジアセンター 

令和元年度 文化庁 国際文化芸術発信拠点形成事業（豊島区国際アート・カルチャー都市推進事業）  

 

 

フェスティバル/トーキョー19は東京芸術祭 2019の一環として開催いたします。 

フェスティバル/トーキョー19は東アジア文化都市 2019豊島と連携して開催いたします。 

フェスティバル/トーキョー19は日本・ポーランド国交樹立 100周年記念事業へ参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件のお問い合わせ】 フェスティバル/トーキョー実行委員会事務局 

 

 広報担当 ： 小倉、神永、岡崎 

TEL： 03-5961-5202  FAX：03-5961-5207 e-mail：press@festival-tokyo.jp 

〒170-0031 東京都豊島区目白 5-24-12 旧真和中学校 4階 https://www.festival-tokyo.jp 

 

 

アダム・ミツキェヴィチ・インスティテュート 

広報担当：西山裕子（YNA）、大久保玲子（PLUGIN） culture.pl.jp@iam.pl 

https://www.festival-tokyo.jp/

